
取扱い仮想通貨の概要 

 

仮想通貨の名称 Bitcoin 仮想通貨の単位 0.00000001 BTC 

当該仮想通貨の 

仕組み 

【売買市場の有無】 

国内外の取引所で扱われている。 

 

【記録されている財産的価値】 

ブロックチェーン 

 

【発行方法】 

・発行者は存在せず、マイニング作業に成功したマイナー（マイニング作業をする人）

に報酬として新規発行されたBitcoinが与えられる。 

・発行上限が約2,100万BTCと決められているために、それ以上発行されることはな

い。 

※マイニング 

Bitcoinを採掘すること。厳密には掘るのではなく、コンピューターで計算を行い、い

ち早く正解にたどり着いた人に報酬として新規発行されたBitcoinと送付手数料が

与えられる。 

 

【承認方式】 

・プルーフ・オブ・ワークというコンセンサスアルゴリズムを用いて、発行と同様、マイ

ナーにより行われる。 

・マイナーは、受信した取引を適正に照合し、承認済みの元帳に未承認の新しい取

引記録のブロックをつなげて追加する作業を行う。 

 

【総発行量】 

約1,728万BTC（2018/09/21時点） 

 

【時価総額】 

約12兆6,500億円（2018/09/21時点） 

 

【発行可能上限】 

約2,100万BTC 

 

【一単元あたりの価値】 

約73万円（2018/09/21時点） 

 

【決済完了性】 

なし 

 



その他の事項 

【発行者】 

なし 

 

【リスク】 

・価値変動リスク 

需給バランスや相場状況の変化により、急激に変動する可能性があるほか、価値

がゼロになる可能性がある。 

・サイバー攻撃のリスク 

国内の大手交換所がハッキングの攻撃を受けて、不正にビットコインを盗み取られ

た事例がある。 

香港の取引所で大量のビットコインが不正に出金された事例がある。 

仮想通貨は電子的に移動するため、ハッキングなどでウォレットから不正に盗み取

られるリスクがある。 

・流動性リスク 

市場動向や取引量等の状況により、取引が不可能若しくは困難となる可能性があ

る。 

・決済完了性がないリスク 

取引が確定して十分に時間が経過しないと、取引が遡って無効になるリスクがあ

る。 

・ハードフォークによる分岐リスク 

ハードフォークにより仮想通貨が２つに分岐し、相互に互換性がなくなるリスクがあ

る。その場合、大幅な価値下落や取引が遡って無効になるリスクがある。 

・51％攻撃リスク 

マイニングの計算能力の過半数を悪意のある特定のグループが保持してしまう

と、恣意的にブロックチェーンの改ざんが可能になるリスクがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



取扱い仮想通貨の概要 

 

仮想通貨の名称 Ethereum 仮想通貨の単位 0.00000001 ETH 

当該仮想通貨の 

仕組み 

【売買市場の有無】 

国内外の取引所で扱われている。 

 

【記録されている財産的価値】 

ブロックチェーン 

 

【発行方法】 

・発行者は存在せず、Ethereum ネットワーク上でのマイニング作業に成功すると新規

発行された Ethereum がその成功したマイナー（マイニング作業をする人）に報酬と

して与えられる。 

・発行上限はない。 

※マイニング 

Ethereumを採掘すること。厳密には掘るのではなく、コンピューターで計算を行い、

いち早く正解にたどり着いた人に報酬として新規発行された Ethereum と送付手数

料が与えられる。 

 

【承認方式】 

・Ethereum ネットワーク内での承認は、プルーフ・オブ・ワークというコンセンサスアル

ゴリズムを用いて、発行と同様、マイナーにより行われる。 

 

【総発行量】 

約 1億 208万 ETH（2018/09/21時点） 

 

【時価総額】 

約 2兆 5,464億円（2018/09/21時点） 

 

【発行可能上限】 

発行上限なし 

 

【一単元あたりの価値】 

約 24,944円（2018/09/21時点） 

 

【決済完了性】 

なし 

 

 

 



その他の事項 

【発行者】 

なし 

 

【リスク】 

・価値変動リスク 

需給バランスや相場状況の変化により、急激に変動する可能性があるほか、価値

がゼロになる可能性がある。 

・サイバー攻撃のリスク 

Ethereum 上のプログラム（スマートコントラクト）のバグ（脆弱性）を攻撃されて、集

まったファンド資金３分の１以上を盗み取られた事例がある。 

仮想通貨は電子的に移動するため、ハッキングなどでウォレットから不正に盗み取

られるリスクがある。 

・流動性リスク 

市場動向や取引量等の状況により、取引が不可能若しくは困難となる可能性があ

る。 

・決済完了性がないリスク 

取引が確定して十分に時間が経過しないと、取引が遡って無効になるリスクがあ

る。 

・ハードフォークによる分岐リスク 

ハードフォークにより仮想通貨が２つに分岐し、相互に互換性がなくなるリスクがあ

る。その場合、大幅な価値下落や取引が遡って無効になるリスクがある。 

・51％攻撃リスク 

マイニングの計算能力の過半数を悪意のある特定のグループが保持してしまう

と、恣意的にブロックチェーンの改ざんが可能になるリスクがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



取扱い仮想通貨の概要 

 

仮想通貨の名称 Ethereum Classic 仮想通貨の単位 0.00000001 ETC 

当該仮想通貨の 

仕組み 

【売買市場の有無】 

国内外の取引所で扱われている。 

 

【記録されている財産的価値】 

ブロックチェーン 

 

【発行方法】 

・発行者は存在せず、Ethereum Classic ネットワーク上でのマイニング作業に成功す

ると新規発行された Ethereum Classic がその成功したマイナー（マイニング作業を

する人）に報酬として与えられる。 

・発行上限はない。 

※マイニング 

Ethereum Classicを採掘すること。厳密には掘るのではなく、コンピューターで計算

を行い、いち早く正解にたどり着いた人に報酬として新規発行された Ethereum 

Classic と送付手数料が与えられる。 

 

【承認方式】 

・Ethereum Classic ネットワーク内での承認は、プルーフ・オブ・ワークというコンセン

サスアルゴリズムを用いて、発行と同様、マイナーにより行われる。 

 

【総発行量】 

約 1億 469 万 ETC（2018/09/21時点） 

 

【時価総額】 

約 1,303 億円（2018/09/21時点） 

 

【発行可能上限】 

発行上限なし 

 

【一単元あたりの価値】 

約 1,244円（2018/09/21時点） 

 

【決済完了性】 

なし 

 

 



その他の事項 

【発行者】 

なし 

 

【リスク】 

・価値変動リスク 

需給バランスや相場状況の変化により、急激に変動する可能性があるほか、価値

がゼロになる可能性がある。 

・サイバー攻撃のリスク 

Ethereum 上のプログラム（スマートコントラクト）のバグ（脆弱性）を攻撃されて、集

まったファンド資金３分の１以上を盗み取られた事例がある。 

仮想通貨は電子的に移動するため、ハッキングなどでウォレットから不正に盗み取

られるリスクがある。 

・流動性リスク 

市場動向や取引量等の状況により、取引が不可能若しくは困難となる可能性があ

る。 

・決済完了性がないリスク 

取引が確定して十分に時間が経過しないと、取引が遡って無効になるリスクがあ

る。 

・ハードフォークによる分岐リスク 

ハードフォークにより仮想通貨が２つに分岐し、相互に互換性がなくなるリスクがあ

る。その場合、大幅な価値下落や取引が遡って無効になるリスクがある。 

・51％攻撃リスク 

マイニングの計算能力の過半数を悪意のある特定のグループが保持してしまう

と、恣意的にブロックチェーンの改ざんが可能になるリスクがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



取扱い仮想通貨の概要 

 

仮想通貨の名称 Lisk 仮想通貨の単位 0.00000001 LSK 

当該仮想通貨の 

仕組み 

【売買市場の有無】 

国内外の取引所で扱われている。 

 

【記録されている財産的価値】 

ブロックチェーン 

 

【発行方法】 

・ブロックチェーンの初期の発行分は、プレセールの形で購入者に分配された。 

・取引の承認者に与えられる報酬として与えられる。 

・発行上限に達した後は、発行されることはない。 

 

【承認方式】 

・Lisk の取引の承認は、デリゲイティッド（代理性）・プルーフ・オブ・ステークというコン

センサスアルゴリズムを用いて、選出された代表者により行われる。 

・代表者は、持ち回りで受信した取引を適正に照合し、承認済みの元帳に未承認の

新しい取引記録のブロックをつなげて追加する作業を行う。 

※デリゲイティッド（代理性）・プルーフ・オブ・ステーク 

所持している Liskに応じて投票し、101人の代表者を決める方式。 

 

【総発行量】 

約 1億 2,558万 LSK（2018/09/21時点） 

 

【時価総額】 

約 423億円（2018/09/21時点） 

 

【発行可能上限】 

発行上限なし 

 

【一単元あたりの価値】 

約 383円（2018/09/21時点） 

 

【決済完了性】 

なし 

 

 

 



その他の事項 

【発行者】 

Lisk ファウンデーション（初期の発行分のみ） 

 

【リスク】 

・価値変動リスク 

需給バランスや相場状況の変化により、急激に変動する可能性があるほか、価値

がゼロになる可能性がある。 

・サイバー攻撃のリスク 

仮想通貨は電子的に移動するため、ハッキングなどでウォレットから不正に盗み取

られるリスクがある。 

・流動性リスク 

市場動向や取引量等の状況により、取引が不可能若しくは困難となる可能性があ

る。 

・決済完了性がないリスク 

取引が確定して十分に時間が経過しないと、取引が遡って無効になるリスクがあ

る。 

・ハードフォークによる分岐リスク 

ハードフォークにより仮想通貨が２つに分岐し、相互に互換性がなくなるリスクがあ

る。その場合、大幅な価値下落や取引が遡って無効になるリスクがある。 

・51％攻撃リスク 

マイニングの計算能力の過半数を悪意のある特定のグループが保持してしまう

と、恣意的にブロックチェーンの改ざんが可能になるリスクがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



取扱い仮想通貨の概要 

 

仮想通貨の名称 Factom 仮想通貨の単位 0.00000001 FCT 

当該仮想通貨の 

仕組み 

【売買市場の有無】 

国外の取引所で扱われている。 

 

【記録されている財産的価値】 

ブロックチェーン 

 

【発行方法】 

・サービス開始時に発行され、プレセールの形で分配された。 

・マイルストーンに従って発行される額が決まっており、それ以上発行されることはな

い。 

 

【承認方式】 

・取引の承認はプルーフ・オブ・ステークと呼ばれるコンセンサスアルゴリズムを用い

て選出された代表者によって行われる。 

・受信した取引を適正に照合し、承認済みの元帳に未承認の新しい取引記録のブロ

ックをつなげて追加する作業を行う。 

 

【総発行量】 

約 875万 FCT（2018/09/21時点） 

 

【時価総額】 

約 47億円（2018/09/21時点） 

 

【発行可能上限】 

発行上限なし 

 

【一単元あたりの価値】 

約 537円（2018/09/21時点） 

 

【決済完了性】 

なし 

 

 

 

 

 

 



その他の事項 

【発行者】 

Factom ファウンデーション 

 

【リスク】 

・価値変動リスク 

需給バランスや相場状況の変化により、急激に変動する可能性があるほか、価値

がゼロになる可能性がある。 

・サイバー攻撃のリスク 

仮想通貨は電子的に移動するため、ハッキングなどでウォレットから不正に盗み取

られるリスクがある。 

・流動性リスク 

市場動向や取引量等の状況により、取引が不可能若しくは困難となる可能性があ

る。 

・決済完了性がないリスク 

取引が確定して十分に時間が経過しないと、取引が遡って無効になるリスクがあ

る。 

・ハードフォークによる分岐リスク 

ハードフォークにより仮想通貨が２つに分岐し、相互に互換性がなくなるリスクがあ

る。その場合、大幅な価値下落や取引が遡って無効になるリスクがある。 

・51％攻撃リスク 

マイニングの計算能力の過半数を悪意のある特定のグループが保持してしまう

と、恣意的にブロックチェーンの改ざんが可能になるリスクがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



取扱い仮想通貨の概要 

 

仮想通貨の名称 Ripple 仮想通貨の単位 0.00000001 XRP 

当該仮想通貨の 

仕組み 

【売買市場の有無】 

国内外の取引所で扱われている。 

 

【記録されている財産的価値】 

ブロックチェーン 

 

【発行方法】 

・サービス開始時に 1,000億 XRP発行され、これ以上発行されることはない。 

 

【承認方式】 

・Ripple, Inc.によって承認されたバリデータによって取引の承認作業が行われる。 

・バリデータは、受信した取引を適正に照合し、承認済みの元帳に未承認の新しい取

引記録のブロックをつなげて追加する作業を行う。 

 

【総発行量】(市場流通量) 

約 398億 XRP（2018/09/21時点） 

 

【時価総額】 

約 2兆 225億円（2018/09/21時点） 

 

【発行可能上限】 

1,000億 XRP 

 

【一単元あたりの価値】 

約 50円（2018/09/21時点） 

 

【決済完了性】 

あり 

 

 

 

 

 

 

 

 



その他の事項 

【発行者】 

Ripple, Inc. 

 

【リスク】 

・価値変動リスク 

需給バランスや相場状況の変化により、急激に変動する可能性があるほか、価値

がゼロになる可能性がある。 

・サイバー攻撃のリスク 

仮想通貨は電子的に移動するため、ハッキングなどでウォレットから不正に盗み取

られるリスクがある。 

・流動性リスク 

市場動向や取引量等の状況により、取引が不可能若しくは困難となる可能性があ

る。 

・ハードフォークによる分岐リスク 

なし 

・51％攻撃リスク 

取引の承認作業をしているものが不正を働いた場合、取引が覆るリスクがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



取扱い仮想通貨の概要 

 

仮想通貨の名称 NEM 仮想通貨の単位 0.00000001 XEM 

当該仮想通貨の 

仕組み 

【売買市場の有無】 

国内外の取引所で扱われている。 

 

【記録されている財産的価値】 

ブロックチェーン 

 

【発行方法】 

・最初に発行された約 90 億 XEM がプレセールで分配され、これ以上発行されること

はない。 

 

【承認方式】 

・プルーフ・オブ・インポータンスというコンセンサスアルゴリズムを用いて選出された

管理者によって、取引が承認される。 

・管理者は、受信した取引を適正に照合し、承認済みの元帳に未承認の新しい取引

記録のブロックをつなげて追加する作業を行う。 

※プルーフ・オブ・インポータンス 

Nem の所持量や取引量に応じてスコアをつけ、上位のアカウントにブロック生成の

権限を与える仕組み。 

 

【総発行量】 

約 90億 XEM（2018/09/21時点） 

 

【時価総額】 

約 927億円（2018/09/21時点） 

 

【発行可能上限】 

約 90億 XEM 

 

【一単元あたりの価値】 

約 10円（2018/09/21時点） 

 

【決済完了性】 

なし 

 

 

 

 



その他の事項 

【発行者】 

NEM ファウンデーション 

 

【リスク】 

・価値変動リスク 

需給バランスや相場状況の変化により、急激に変動する可能性があるほか、価値

がゼロになる可能性がある。 

・サイバー攻撃のリスク 

仮想通貨は電子的に移動するため、ハッキングなどでウォレットから不正に盗み取

られるリスクがある。 

・流動性リスク 

市場動向や取引量等の状況により、取引が不可能若しくは困難となる可能性があ

る。 

・決済完了性がないリスク 

取引が確定して十分に時間が経過しないと、取引が遡って無効になるリスクがあ

る。 

・ハードフォークによる分岐リスク 

ハードフォークにより仮想通貨が２つに分岐し、相互に互換性がなくなるリスクがあ

る。その場合、大幅な価値下落や取引が遡って無効になるリスクがある。 

・51％攻撃リスク 

マイニングの計算能力の過半数を悪意のある特定のグループが保持してしまうと

恣意的にブロックチェーンの改ざん可能になるリスクがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



取扱い仮想通貨の概要 

 

仮想通貨の名称 Litecoin 仮想通貨の単位 0.00000001 LTC 

当該仮想通貨の 

仕組み 

【売買市場の有無】 

国内外の取引所で扱われている。 

 

【記録されている財産的価値】 

ブロックチェーン 

 

【発行方法】 

・発行者は存在せず、Litecoin のマイニング作業に成功すると新規発行された

Litecoin がその成功したマイナー（マイニング作業をする人）に報酬として与えられ

る。 

・また、Litecoin は発行上限が約 8,400 万 LTC と決められているため、それ以上発行

されることはない。 

※マイニング 

Litecoin を採掘すること。厳密には掘るのではなく、コンピューターで計算を行い、

いち早く正解にたどり着いた人に報酬として Litecoinが与えられる。 

 

【承認方式】 

・Litecoin 取引の承認は、プルーフ・オブ・ワークというコンセンサスアルゴリズムを用

いて、発行と同様、マイナーにより行われる。 

・マイナーは、受信した取引を適正に照合し、承認済みの元帳に未承認の新しい取引

記録のブロックをつなげて追加する作業を行う。 

・ビットコインのプログラムコードを元にしているため、基本的なシステムは同じである

が、採掘時のアルゴリズム（計算方法）が「SHA-256」ではなく、「Scrypt」である点

が異なる。 

 

【総発行量】 

約 5,838万 LTC（2018/09/21時点） 

 

【時価総額】 

約 3,770億円（2018/09/21時点） 

 

【発行可能上限】 

約 8,400万 LTC 

 

【一単元あたりの価値】 

約 6,458円（2018/09/21時点） 

 



その他の事項 

【決済完了性】 

なし 

 

【発行者】 

なし 

 

【リスク】 

・価値変動リスク 

需給バランスや相場状況の変化により、急激に変動する可能性があるほか、価値

がゼロになる可能性がある。 

・サイバー攻撃のリスク 

仮想通貨は電子的に移動するため、ハッキングなどでウォレットから不正に盗み取

られるリスクがある。 

・流動性リスク 

市場動向や取引量等の状況により、取引が不可能若しくは困難となる可能性があ

る。 

・決済完了性がないリスク 

取引が確定して十分に時間が経過しないと、取引が遡って無効になるリスクがあ

る。 

・ハードフォークによる分岐リスク 

ハードフォークにより仮想通貨が２つに分岐し、相互に互換性がなくなるリスクがあ

る。その場合、大幅な価値下落や取引が遡って無効になるリスクがある。 

・51％攻撃リスク 

マイニングの計算能力の過半数を悪意のある特定のグループが保持してしまうと

恣意的にブロックチェーンの改ざん可能になるリスクがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



取扱い仮想通貨の概要 

 

仮想通貨の名称 Bitcoin Cash 仮想通貨の単位 0.00000001 BCH 

当該仮想通貨の 

仕組み 

その他の事項 

【売買市場の有無】 

国内外の取引所で扱われている。 

 

【記録されている財産的価値】 

ブロックチェーン 

 

【発行方法】 

・発行者は存在せず、マイニング作業に成功したマイナー（マイニング作業をする人）

に報酬として新規発行された Bitcoin Cashが与えられる。 

・発行上限が約 2,100万 BCHと決められているために、それ以上発行されることはな

い。 

・2017/08/01 にビットコインのブロックチェーンが分岐したことによって生まれた仮想

通貨のため、2017/08/01までに発行されたビットコインが引継がれている。 

※マイニング 

Bitcoin Cash を採掘すること。厳密には掘るのではなく、コンピューターで計算を行

い、いち早く正解にたどり着いた人に報酬として新規発行された Bitcoin Cash と送

付手数料が与えられる。 

 

【承認方式】 

・プルーフ・オブ・ワークというコンセンサスアルゴリズムを用いて、発行と同様、マイ

ナーにより行われる。 

・マイナーは、受信した取引を適正に照合し、承認済みの元帳に未承認の新しい取

引記録のブロックをつなげて追加する作業を行う。 

 

【総発行量】 

約 1,735万 BCH（2018/09/21時点） 

 

【時価総額】 

約 8,970億円（2018/09/21時点） 

 

【発行可能上限】 

約 2,100万 BCH 

 

【一単元あたりの価値】 

約 51,676円（2018/09/21時点） 

 

【決済完了性】 



なし 

 

【発行者】 

なし 

 

【リスク】 

・価値変動リスク 

需給バランスや相場状況の変化により、急激に変動する可能性があるほか、価値

がゼロになる可能性がある。 

・サイバー攻撃のリスク 

仮想通貨は電子的に移動するため、ハッキングなどでウォレットから不正に盗み取

られるリスクがある。 

・流動性リスク 

市場動向や取引量等の状況により、取引が不可能若しくは困難となる可能性があ

る。 

・決済完了性がないリスク 

取引が確定して十分に時間が経過しないと、取引が遡って無効になるリスクがあ

る。 

・ハードフォークによる分岐リスク 

ハードフォークにより仮想通貨が２つに分岐し、相互に互換性がなくなるリスクがあ

る。その場合、大幅な価値下落や取引が遡って無効になるリスクがある。 

・51％攻撃リスク 

マイニングの計算能力の過半数を悪意のある特定のグループが保持してしまうと、恣

意的にブロックチェーンの改ざんが可能になるリスクがある。 

 

 


